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私
が
日
本
速
記
協
会
と
出
会
っ
た
の
は
、

速
記
技
能
検
定
で
し
た
。 

初
め
て
の
受
検
は
大
学
一
年
生
の
頃
、

速
記
研
究
会
の
先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ
て
受

け
た
五
級
（
一
二
〇
字
／
分
）
で
し
た
。

秋
の
新
人
戦
が
終
わ
り
、
全
日
本
大
会
を

控
え
た
十
一
月
。
過
去
問
題
を
先
輩
に
読

ん
で
も
ら
っ
て
練
習
し
、
緊
張
し
な
が
ら

高
田
馬
場
の
会
場
に
向
か
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
本
番
で
は
い
つ
も
よ
り
手
が
動

か
ず
、
速
記
文
字
は
大
き
め
に
な
り
が
ち

で
し
た
が
、
何
と
か
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
在
学
中
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
、
受
か
っ
た
り
落
ち
た
り
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
二
級
ま
で
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

現
在
で
も
、
大
学
速
記
の
後
輩
た
ち
が

積
極
的
に
受
検
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、

日
本
の
速
記
の
合
格
者
欄
に
知
っ
た
名
前

を
見
つ
け
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。 

速
記
者
の
養
成
所
・
専
門
学
校
が
規
模

を
縮
小
し
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
く
中
で
、
速

記
技
能
検
定
の
受
検
層
は
か
な
り
変
容
し

た
と
思
い
ま
す
。 

現
在
手
書
き
速
記
で
速
記
技
能
検
定
を

受
検
す
る
人
の
多
く
は
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
活
動
と
し
て
速
記
を
練
習
す
る
生

徒
・
学
生
や
、
趣
味
と
し
て
速
記
を
楽
し

む
学
習
者
で
す
。 

他
方
、
実
務
家
の
受
検
者
を
見
て
み
る

と
、
機
械
速
記
や
Ｉ
Ｂ
Ｔ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
試
験
）
を
利
用
し
て
受
検
さ

れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

速
記
技
能
検
定
は
、
第
二
〇
三
回
（
平

成
三
〇
年
一
月
実
施
）
か
ら
機
械
速
記
・

機
械
反
訳
で
の
受
検
を
認
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
二
〇
回
（
令
和
五
年
二
月
実

施
）
か
ら
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
Ｉ

Ｂ
Ｔ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検

定
制
度
改
革
は
、
新
規
の
受
検
者
層
の
取

り
込
み
に
成
功
し
、
一
定
程
度
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

も
っ
と
も
、
速
記
と
い
う
珍
し
い
も
の

が
あ
る
ら
し
い
、
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
み
よ

う
か
し
ら
と
興
味
を
持
た
れ
た
方
を
、
検

定
の
受
検
に
ま
で
つ
な
げ
る
の
は
、
な
か

な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
す
。ま
た
、

機
械
速
記
の
受
検
者
層
に
つ
い
て
も
、
ま

だ
十
分
に
開
拓
し
切
れ
て
は
お
ら
ず
、
今

後
の
伸
び
代
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

速
記
技
能
検
定
を
赤
字
事
業
に
せ
ず
、

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

受
検
者
を
増
や
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

検
定
の
魅
力
を
も
っ
と
広
く
届
け
、
受
検

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、
検
討
し
実
行
に
移
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

■
巻
頭
言
■ 

検
定
受
検
者
増
に
向
け
て 

理
事 

久
住 

和
輝 
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第６回 速記交流合宿のお知らせ 
 

日 時・・・８月８日（金）～11日（月・祝） 

 

場 所・・・東京都内の貸会議室（未定） 

 

参加費・・・日本速記協会員の方  １日 1,000円 

      未加入の方      １日 2,000円 

      当日現金払いの方   １日 2,500円 

 

内 容・・・速記の学習、速記競技会（第３回スパイカップ）、 

懇親会など 

 

懇親会・・・８月８日（金）と 10日（日）の午後６時半ごろから２

時間を予定。場所は後日、公表 

 

懇親会費・・１回 3,000円～4,000円 

 

初学者の方、初回参加の方、大歓迎です。ご興味ある方、ぜひ参

加してください。お申込みはこちらのQRコードから、６月７日（土）

までにお願いします。御質問などありましたら、以下のメールに

問い合わせてください。皆様の参加、お待ちしております。 

                

 

          

 

 

 

               代表者 山田 雪乃 

               連絡先 sokkibiyori@gmail.com 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
あ
ん
ぱ
ん
』

が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、

朝
ド
ラ
は
ほ
と
ん
ど
見
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
は
『
あ
ん
ぱ
ん
』
の
面
白
さ
に

す
っ
か
り
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
朝
ド
ラ
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
は
、も
う
お
分
か
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
誌
一
月
号
の
年
頭
所
感
で
も
少
し
触
れ

た
よ
う
に
、今
回
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
あ

ん
ぱ
ん
』
は
、
〝
ア
ン
パ
ン
マ
ン
〟
を
生

み
出
し
た
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
と
、
奥
様

の
小
松
暢
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品
で

す
。 

 

そ
の
暢
さ
ん
に
つ
い
て
や
な
せ
さ
ん
は
、

著
書
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
遺
書
」（
岩
波
書

店
）
の
中
で
、「
小
松
記
者
は
中
根
式
速
記

の
達
人
だ
か
ら
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

ま
だ
な
い
時
代
に
は
貴
重
な
戦
力
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
。 

 

恐
ら
く
こ
の
記
述
が
目
に
留
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
昨
年
の
秋
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド

ラ
マ
制
作
ス
タ
ッ
フ
か
ら
日
本
速
記
協
会

に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
こ
こ
か
ら
先
は
、
ネ
タ
ば
れ
の
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
後
日
、
中
根
理
事
か

ら
詳
細
な
報
告
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

す
が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
朝
ド
ラ
で
速

記
の
シ
ー
ン
が
出
て
く
る
ぞ
と
い
う
こ
と

は
、
言
っ
て
も
よ
い
段
階
に
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
が
発
行
し

て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
・
ガ
イ
ド 

連

続
テ
レ
ビ
小
説 

あ
ん
ぱ
ん 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

１
」
に
は
、
前
半
部
分
に
当
た
る
第
一
週

か
ら
第
十
三
週
ま
で
の
あ
ら
す
じ
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
第
十
三
週
に
の
ぶ

と
速
記
と
の
出
会
い
が
出
て
き
ま
す
。 

 

ま
た
、今
は
、ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
様
々

な
情
報
が
公
開
さ
れ
ま
す
が
、
放
送
開
始

直
前
の
ニ
ュ
ー
ス
・
リ
リ
ー
ス
を
受
け
て
、

ヒ
ロ
イ
ン
の
朝
田
の
ぶ
を
演
じ
る
今
田
美

桜
さ
ん
が
、
役
作
り
の
た
め
の
準
備
や
習

得
中
の
ス
キ
ル
を
明
か
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
が
大
量
に
拡
散
し
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
こ
ん
な
感
じ
で
す
。 

 
 
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
 

（
前
略
）
方
言
の
ほ
か
に
も
、
本
作
で
の

ぶ
は
高
知
の
新
聞
社
に
戦
後
初
の
女
性
記

者
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
「
今
は
速
記
を
勉
強
中
で
す
」
と
明
か

し
、（
中
略
）本
作
の
の
ぶ
に
つ
い
て
も「
速

記
が
い
ろ
い
ろ
な
道
を
開
け
て
い
く
一
つ

の
大
き
な
武
器
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

朝
ド
ラ
・ヒ
ロ
イ
ン
は 

中
根
式
速
記
の 

達
人
だ
っ
た 
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簡
単
な
線
や
点
で
で
き
た
符
号
な
ど
を

使
っ
て
言
葉
を
書
き
と
る
速
記
に
つ
い
て
、

今
田
は
「
こ
れ
を
覚
え
た
ら
と
て
も
便
利

だ
ろ
う
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な

か
難
し
い
で
す
。
今
は
ス
マ
ホ
で
録
音
や

メ
モ
を
と
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
の
で
、
速
記
は
す
ご
く
新
鮮
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
し
た
文
字
な
ん
で
す
よ

（
笑
）。当
時
の
皆
さ
ん
は
そ
う
や
っ
て
メ

モ
を
取
ら
れ
て
い
た
の
が
す
ご
す
ぎ
て
、

こ
れ
か
ら
の
撮
影
で
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
た
。（
３
月
29

日
配
信
・
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
よ
り
引
用
） 

 
 
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
 

（
前
略
）
と
こ
ろ
が
挑
戦
は
土
佐
弁
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
劇
中
、
戦
争
で
全
て
の

価
値
観
が
変
わ
っ
た
の
ぶ
は
「
何
が
正
し

い
か
は
自
分
で
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
戦
後
、
高
知
の
新
聞
社
に
女
性
初

の
記
者
と
し
て
就
職
す
る
。
ボ
イ
ス
レ
コ

ー
ダ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
な
か
っ
た

時
代
。
そ
こ
で
記
者
と
し
て
の
ぶ
の
大
き

な
武
器
と
な
る
の
が
〝
速
記
〟
。
実
際
に

暢
さ
ん
は
高
知
新
聞
社
に
入
社
し
、
そ
こ

で
や
な
せ
さ
ん
と
出
会
う
。（
中
略
） 

 

「
新
聞
社
パ
ー
ト
」
の
撮
影
は
こ
れ
か

ら
だ
が
、
現
在
「
速
記
を
勉
強
中
で
す
」

と
準
備
に
余
念
が
な
い
。「
そ
も
そ
も
速
記

と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
い
、
特
殊
な
文
字
を
使
っ
て
人
が
話

す
言
葉
を
す
ぐ
さ
ま
書
き
取
る
速
記
の
技

術
に
驚
く
日
々
。「
本
当
に
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ

し
た
文
字
な
ん
で
す
。
当
時
は
そ
う
や
っ

て
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
の
が
単
純
に
凄
す

ぎ
て…
。今
か
ら
そ
れ
を
撮
影
し
ま
す
が
、

速
記
は
楽
し
み
な
一
つ
で
す
」
と
新
た
な

挑
戦
に
も
胸
を
躍
ら
せ
る
。（
３
月
29

日

配
信
・
ス
ポ
ニ
チ
ア
ネ
ッ
ク
ス
よ
り
引
用
） 

  

今
や
国
民
的
女
優
と
言
わ
れ
る
今
田
美

桜
さ
ん
が
速
記
符
号
を
実
際
に
書
い
て
い

る
場
面
を
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
す
。
速
記
指
導
を
担
当
し
た
中
根
理

事
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

田
さ
ん
の
何
事
も
手
を
抜
か
な
い
女
優
魂

に
も
注
目
し
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
八
八
年

で
す
。
私
の
子
供
た
ち
は
、
ま
さ
に
ア
ン

パ
ン
マ
ン
世
代
で
、
幼
児
期
か
ら
小
学
生

時
代
ま
で
夢
中
で
見
て
育
ち
ま
し
た
。 

 

当
時
は
、
や
な
せ
さ
ん
が
ア
ン
パ
ン
マ

ン
に
込
め
た
意
味
な
ど
考
え
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
溢
れ
て
い
る
朝

ド
ラ
『
あ
ん
ぱ
ん
』
の
記
事
を
読
ん
で
、

「
逆
転
し
な
い
正
義
」
に
た
ど
り
着
く
ま

で
の
や
な
せ
さ
ん
の
人
生
に
つ
い
て
、
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。 

 

豪
華
な
キ
ャ
ス
ト
の
一
つ
一
つ
の
せ
り

ふ
や
表
情
、
そ
れ
を
生
み
出
す
中
園
ミ
ホ

さ
ん
の
脚
本
に
も
、
ま
す
ま
す
期
待
が
高

ま
る
ば
か
り
で
す
。 

（
保
坂
正
春
） 
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編集部より 著書の紹介② 

  

保田さん 初めての著書を発行 

 

 保田良春さん（和歌山ブロック所属、協会理事）が『地方議会と会

議録～地方議会への「想い」と会議録作成のノウハウ集～ＶＯＬ１』

を発行されました。 

 まず、保田さんの経歴を簡単にご紹介します。 

 ・高校卒業後に大阪早稲田速記専門学校に入校 

 ・在学中に和歌山県議会からの求人により入庁 

 ・20歳から30年間、県議会速記者として現場に臨席し続け、県議会

側の事情から一般職に替わった後の10年間も会議録作成に従事 

 ・公務員卒業後、紀の国速記研究所を創設、協会理事に就任 

 ・現在は、様々な発言記録の作成を受注するとともに、全国各地で

会議録作成に係る講演を行う 

 このように、保田さんは、実務速記の中でも特に会議録作成業務の

専門家と言える速記者です。 

 その保田さんが「会議録作成のバイブル」となればという渾身の思

いを込めて書かれたのが本書です。 

 内容としては「地方議会の基本」「会議録の基本」「会議録作成の基

本」という３つの基本について、議会に長く勤務してきたスペシャリ

ストの視点から分かりやすく解説しています。 

 例えば「会議録作成の基本」では、業務に際しての心構えとして、『扱

う文章は 100％他人の言葉であると認識し、なされた発言に対して虚

心坦懐になること』を強調しています。 

 本書は、議会事務局の方々だけではなく、速記・記録業界に身を置

き、会議録などの作成に当たっている皆さんにとってまさに必見の参

考書であると思いますので、ぜひご一読を。 

 ＊定価は、1080円（税込）です。 

 ＊購入は、アマゾンのサイト 

（https://amzn.asia/d/iYCt5Tu）でお願いします。 

https://amzn.asia/d/iYCt5Tu
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「日本の速記」を購読されている皆様へ 

 

これまで、協会財政の現状等に触れつつ、冊子でお送りしている「日本

の速記」の削減についてご協力をお願いしてまいりました。 

前号「日本の速記」４月号において、皆様のご意向を伺うべく、はがき

を同封する旨、及びQRコード等の利用を検討している旨、お知らせしま

したが、一定の準備が整いましたので、ご案内いたします。 

今回、ご意向を伺うのは、「日本の速記」を購読されている方のうち、「日

本の速記」を個人単位で直接ご自宅にお送りしている皆様です。 

下記・左側のQRコード、または、同封のはがきにてご回答いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

まことに勝手ながら、６月５日までにご回答いただきますよう、ご協力

のほど、よろしくお願いいたします。（遅れた場合でも対応いたします。） 

また、「日本の速記」のＨＰへの掲載についても、サンプル的なものをＨ

Ｐに掲載する予定である旨、お伝えしましたが、こちらも準備が整いまし

たので、ご案内いたします。 

下記・右側のQRコードから協会ＨＰの《「日本の速記」デジタル版》の

ページをご覧いただくことができます。 

また、協会ＨＰからは、トップページのスライド中、「日本の速記」の表

紙画像をクリックしていただき、《「日本の速記」デジタル版はこちらから》

をクリックするとご覧いただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本の速記』 

デジタル版 意向確認 

 

『日本の速記』デジタル版 

サンプル 
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賛助会員としてのご支援のお願い 
 

日本速記協会は、1920年（大正９年）に結成、1965年（昭和40年）に社

団法人として認可、2012年（平成24年）に公益社団法人として認定という

歴史を有しており、この間、「国民の書記能力の増進」「記録事務の能率化」

「速記の普及発達と利用分野の開発」「公正で正確な発言記録作成技術の普

及」などといった目的を達成するために様々な事業を展開しております。 

 その主な事業として、速記技能検定の実施、議事記録事務及び議事運営

事務に係る研修会の開催、標準用字用例辞典など発言記録作成に資する書

籍の刊行が挙げられますが、当協会では、これらの事業を充実させ、速記・

記録技術の発展と社会への貢献を強化するため、賛助会員制度を設けてお

ります。 

 つきましては、当協会の目的と活動にご賛同いただける皆様に、賛助会

員としてご支援を賜りたく、ここにお願い申し上げる次第でございます。 

 賛助会員の皆様には、以下の特典をご用意しております。 

  １．当協会発行の機関誌「日本の速記」の無料提供 

  ２．標準用字用例辞典など協会刊行物の割引購入 

  ３．速記・記録技術に関する研修会やセミナーへの優待参加 

  ４．速記・記録技術に関する最新情報の優先提供 

 賛助会員の会費は１口30,000円（年額）となっております。 

 皆様からのご支援は、速記・記録技術の研究開発や普及、発言記録作成

技能者の育成環境の整備、そして議事録作成や字幕制作など情報保障に係

る取組の拡充に活用させていただきます。 

 当協会は、会員の高齢化や会員数の減少などにより、難しい事業運営を

余儀なくされている側面もありますが、事情ご賢察の上、ご協力を賜りま

すよう心からお願い申し上げます。 

【お問合せ先】 日本速記協会事務局 ℡03-6205-9701（担当：蒲池） 

 

 

 

 

公益社団法人日本速記協会定款 

  第５条 この法人に次の会員を置く。 

  （１）正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人 

  （２）賛助会員 前号に該当しない者で、この法人の目的に賛同し、

学術研究その他の見地からこの法人の発展を賛助するために入会

した個人又は法人若しくは団体 
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寄附のお願い 

公益社団法人日本速記協会 

理事長 保坂 正春 

 

 日本速記協会は、速記の普及並びに歴史・文化の継承とともに、正確な発

言記録の作成を支援する活動を行っています。 

 しかしながら、これらの活動を支える会費収入は年々減少しております。 

速記を未来につなげていくために、広く皆様方よりご寄附によるご支援、 

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◎寄附金振込先 

・郵便局（ゆうちょ銀行）からお振込みの場合 

番号 00110-2-53583  加入者名：公益社団法人 日本速記協会 

※振込票の「通信欄」に「寄附」と記載してください。 

・銀行からお振込みの場合 

みずほ銀行 町村会館出張所 

普通預金 1001509  公益社団法人 日本速記協会 

◎領収書の発行について 

 寄附金拝受後に「領収書」と「税額控除に係る証明書」を郵送します。 

 領収書の発行日は、寄附金の入金日となります。 

◎税制上の優遇措置について 

公益法人へ寄附を行った場合、寄附金の額に応じて個人または法人の所

得から一定額を控除する等の税制上の優遇措置が設けられています。 

◎問合せ先 

 公益社団法人日本速記協会 事務局 

 〒171-0033  東京都豊島区高田3-10-11 KGビル４階 

 Tel：03-6205-9701  Fax：03-6205-9702 

 e-mail：info@sokki.or.jp 

 

mailto:info@sokki.or.jp
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早稲田式速記教材のご紹介

【公式】早稲田式速記法

川口学園の通信教育速記テキストに専門

学校速記科の教育ノウハウを盛り込んだ

リメイク版の販売を始めました。

現在手軽に手に入れることができる早稲

田式速記唯一の教材です。

【価格】税・送料込

・入門編１（2,200円）学習セットつき

・入門編２（2,500円）

続巻鋭意編集中です。

【お問合せ先】

早稲田速記株式会社

TEL：03-3200-8671

E-mail：sokki@waseda-sokki.com

URL：https://www.waseda-sokki.com/text/

このQRコードで
販売サイトに

アクセスできます



第229回速記技能検定のお知らせ
☆日　時　令和７年５月 25日（日）

　　　　・東京・大阪以外の会場

　　　　　　全級	 受付12:00～	 検定開始13:00

　　　　・東京・大阪（午前・午後実施）会場

　　　　　　午前　　　　　　３・５級　受付10:45～　検定開始11:30

　　　　　　午後　　１・２・４・６級　受付12:55～　検定開始13:40

　　　　 検定会場と開始時刻は、受験票でよく確認してください。

☆試 験 級　１級から６級まで全級実施

☆試 験 地　札幌、盛岡、東京、名古屋、大阪、福岡

☆受 験 料　１級 6,000円　　２級 5,000円　　３級 4,000円

　　　　　　４級 3,000円　　５級 2,500円　　６級 2,000円

☆受付期間　４月１日～５月 10日（必着）

　　　　　　※検定会場の事情が許せば、検定当日の申込みもできます。
　　　　　　　必ず事前に協会にお問い合わせください。

☆朗読速度・朗読時間・反訳時間等一覧表

	

☆合格者の登録・認定等
・合格者は、協会備付けの合格者名簿に登録する。

・合格者は、履歴書の「資格」欄へ以下のように記載できる。

　「○年○月○日　文部科学省後援、日本速記協会認定第○回速記技能検定○級合格」

・１級合格者、２級合格者をそれぞれ「１級速記士」、「２級速記士」と認定する。

　また、本人の申請により、「１級速記士証」、「２級速記士証」を交付する。

☆次の検定予定
　第230回　令和７年８月31日（日）　長岡、東京、名古屋、大阪

☆問合せ先
　〒171-0033　　東京都豊島区高田３-１０-１１　ＫＧビル４階
　　　　　　　　公益社団法人　日本速記協会
　　　　　　　　電話　０３-６２０５-９７０１　ｅ-mail　info@sokki.or.jp

　「日本の速記」　令和７年５月１日発行 　（毎月１回１日発行）　　第106年通巻1017号

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

分　　速（字） ３２０ ２８０ ２４０ １８０ １２０ ８０

朗読時間（分） １０ １０ ５ ５ ５ ５

総 字 数（字） ３２００ ２８００ １２００ ９００ ６００ ４００

反訳時間（分） １３０ １３０ ６０ ６０ ６０ ６０

正 確 度（％） ９８ ９８ ９７ ９７ ９６ ９６

許容失点（字） ６４ ５６ ３６ ２７ ２４ １６


